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内 容 梗 概

今回三井化学工業株式会社,および固策パルプ工業株式会社よりそれぞれサイクロンフ7-ネスボイラを受

注して,目卜鋭意設計,製作中であり,またL卜立製作所H~よ工場の25tノh

-トの試験研究用のサイグロニ/ファーネスを製作中であり,近くこれらが

らの構造,特性などについて簡j附こ紹介する｡

ト 緒

サイクロこ/ファーネスボイラはすでにイギリス,アメリカ,ドイ

ツのB&W社においては200 近い実績をもち,故近における故

も進歩した燃焼方式としてその特色をいかんなく発

サイクロンファーネスの[l本炭への

0るてし

川については,数年来月立

作所日立研究所において芹実な研究が続けられ,前々その成果を

あげている｡

欧米の貴重な黒績および日本での研究成黒を基にして,今卜う1三井

化学二上 株式会社およびl司 /くルプニ工
コクイサの

､

ソファーネスボイラを納入できることは喜ばしいⅠ視りである｡その

一つは九州地区で,他の--･つは北海道地区であり,これらがともに■ゎ

がl玉1の二大石騰生産地であることをノ蕊えばきわめて意義深いものが

ある｡サイクロンファーネスの形式も前者ほアメリカ式,後者はドイ

ツ式であり,これらの運転実績により急 な洋及が規律される｡サイ

クロンファーネスほ湿式燃焼の 一刀式であるが,従来わが国におい

てはスラッグタップなどの湿式燃焼の 鹸ほきわめて少なかった｡

しかし,現存ドイツなどでほ最新の発電所に湿式燃焼を多数採用し,

ドイツ B&W社でも多数のサイクロンファーネス付紙制貫流ボイ

ラおよび日然循環ボイラを建設している｡またアメリカB&W朴

でも同様で,有名なPhilo発電所などの強て1礼荘流ボイラもサイクロ

ンファーネスで製作されている｡これらの事実憬現れサイクロンフ

ァーネスが立派に完成された有力な燃焼方式であることをン｣ミしてい

る.｡もちろん実際の採用に際しては,灰の熔敵性などの使用炭の什

質によりある程度制限されることもあるが,きわめて優秀な燃焼方

式である.｡その最も大きな特色としてほ,J火の問題が舛易に解決で

き,従来の微粉炭焚の欠点を克復している点にある.ノ イギリスで現

在まで製作された7綻のサイクロンファーネスボイラのうち,5揃三

は灰処理の問題が特にうるさい化学会社で採J】]されていることほき

わめて興味深いことである｡そのほか,低負荷 転,灰粒の変動に

村し従来のスラッグタップ方式よりまさり,過剰空気率がきわめて

少なくても完全燃焼が~吋能なので廃ガス損失が減少する｡,

後部伝熟面にチl尊び去る灰が少なくなるので,汽確伝熱面のよごれ,

浸食の関越がなくなり,設計に

たがって長期

してほ伝熱面の配苗が群易で,し

転,保守の面で非常な利点を有するなど,サイクロ

ソファーネスは幾多の特色をもっている｡

従来,サイクロンファーネ スのl 焼即諭などについてほ多くの諭

文が発表されているので,本稿では三井化学工業株式会祉およびいミ1

策/くルプ工 株式会社納のボイラを中心にして,おもにサイクロン

ファーネスボイラの具体的 造,計画について説明したい｡

*
[仁立製作所日立工場

** パブコック日立株式会枇
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験用ボイラを改潰して直径5フィ

転iこほいるや定であるから,これ
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第1凶 サイタロソ77-ネスポ

(三井化学工業軟式会社納)

2.ボイラ計画仕様

現在製作■いのボイラの概略什様ほ下記のとおりである′､.

三井化学工業株式会社 国策/ぺルプ｣二芳株式会社

ボイラ形式:B&W_世嗣放射形

サイクロンファーネ

スボイラ

サイクロン:7メリカ式6フィー

ト2個

通風力式:-ド衡通風

B&W単月何故射形

サイクロンファーネ

スボイラ

ドイツ式7フィート

2個

平衡通風
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ガスおよぴスラッグ
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∠伝 発

火力発電‖=

第2図 サイクロンスラッブタッフ~イし.

甲::

(最大連続時) 95t/h

蒸気圧力:

(過熱器Il川) 52kg/cm2g

蒸一気緑正睦: 4380C

給水温度: 1500C

燃 料:三池沢(6,600kcal/kg)

馬油,コークスガス

100tノh

100kg/cm2g

5400C

1200C

北海道

(5,858kca川くg)

3.ボイラ本体の構造

弟1図に三井化学工業株式会杵納95t/hボイラの断面図をホす｡

パルプ工業株式会社納100t/hボイラも主要仕様ほ大差ないの

で,サイクロンファーネス以外のボイラ本体ほほとんど同じ構造で

ある.∴すなわちサイクロンファーネス内で燃焼を完了したガスほ,サ

イクロンJ11ロスロートを通り次の二次燃焼室にほいる｡そこでほ,

ガスほ床面の流動スラッグの上を流れて,二次燃焼室刊口にあるス

ラ､ソグスクリーンを通って普通のボイラの火炉に相当するオープン

パスにはいる∴.これ以降ほほかのボイラと人差ない｡一カ,サイグロ

ンで燃焼中,仝炊分の約85%が熔融スラッグとして補 されるが,

これほサイクロン｢l_=]スロート郡のスラグタップ孔(策2図参照)よ

り二次燃焼室に流れ落ちる｡第2図に示すように,この孔の向きは

サイクロン内燃焼ガスの回転方向と速力向にして,大きな石炭粒が

燃えきらぬうち,外に飛び山すのを防｣上する.｡さらに熔融スラッグ

は,二次燃焼室庶にあるスラッグ項常ほLまで流れてゆき,これより

連続的に~Fの灰処鋸装置に落~~Fする-｣このスラッグ取汁ほLほ/㌢l･りの

.1`画では1駈につき1桐で,~二つのサイクロンからのスラッグが,
ボイラl-トL､のガス最~l甘旧都にある一つのスラッグ]故山孔からいっし

ょに流れ落ちる｡サイクロンファーネスより二次燃焼室‖口まで

ほ,熱吸収を制限Lてスラッグの流動を容易にするため,符にスタ

､ソドを熔接し,プラスティ､ソタグロムオーアを塗り込む【.二

室汁川スラッブスクリーソほ,さらにガスr-F】の灰を補

リカでほスラッブスクリーンのない設計もあるが,

率は約5‰低下するノ

次■ 胱

する.｢7メ

補の火脚ヽノイレそ

錐水循環系統としては,トラムl･i-瞞はリ2本の1(い維水管をおろ

し,欠如一丁入l~1符′#およびサイクロンフー1ナーネス人Il管寄i･こ給水す

る｡サイクロン内でほ/.ミイf､I三測の伴を上井する間に加熱され,上部管

寄にまとめられたのちと井管とンご1こり,もう
-一度火炉上部の前壁内に

はい/)て熱吸収を行い汽胴にもどるり これほサイクロンを1佃しか

運転しない低負荷運転のときも,良好な降水循眉を維持し,熱膨張

および熱は力の差を坐し､ないようにするたが〕である.サイクロンフ

ァーネス=休の支持方法としてほ,前嘩およびサイケロン上井管を

----･度明細で締めて,前壁ヒ外管はそのまままっすぐあげ,サイクロン

荷 をもつようになっている.オープンパス~郁の炉壁ほ,裸管せす
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き間なしに並べた通常のボイラと同じであるし-】この部でH,もはや

燃焼にほ囲係せず,次の接触伝熱面にほいるガス温度を灰の快化点

以下に~Fげることだけが目的なので,自由な酪葦カhJ能である｡ま

た後部伝熱面の配澄も,灰分の少ない燃焼ガスが流れるので混食,

つまり等の問題もなく容易となる｡最近サイクロンフ7-ネスボイ

ラで正圧運転のものもあるが,これほこの利点を利用して動力子門真

を節約したものである｡

過熱器の蒸気温度調整にほスプレイ式液温器を採用した｡空気イ

熱掛こほニー~三井化学でほ横置管形空気予 器を採用した｡湿式燃焼で

あるため空気温度をかなり上げる必要があり,ニ三井化′､芦の場合ほそ

のため予熱器の層が惇くなったので,ショットクリーニングを採川

した｡イギリスBarkingC発竃所などで見学したところによると,

後部伝熱耐こ飛ぷ灰は,非常にさらさらした細かい灰であるが,伝

熱面そのものは従 の微粉炭焚ボイラより清浄に保たれていた｡

湿式燃焼では大部分の灰を熔融状態で取り氾すので, の一フィボ

転に際しては,普通の乾式燃焼と多少異なる｡サイクロンファーネス

1偶の燃焼からきまる政低負荷は約50%であるuすなわち今回の計

画でほサイクロンが2個あるので,ボイラ負荷が50%以下になった

ときは,サイクロン1個で運転するLただし1偶の運転でも25%負荷

とほいえず,その際は燃焼に関する問題でなく,それを出た桁融ス

ラッグの二次燃焼室内での流動性により制限さjLる..これほまた使

用炭の性質などに影響される｡実 運転のときほ,空気過剰率を適

正値に保ってガス阻度を高く保ち,熔融性の憩い右脚こ対してほ混

掛こよる改良や,また必要あれば石灰石などを添加することもあ

るし また平衡ドラフトで 転するとき,二次燃焼室スラッグスクリ

ーン｢!=｣で,ドラフトが大体0になるようにする｡これにより,二

次燃焼室潤ほわずかに正旺になり,外描からの冷空気のもれ込みを

防止し,ガス温度低下によるスラッグ流動性悪化をさける｡このた

め,今回の計画でほ二次燃焼室付近ほ,スキンケーシングを採用し,

検査窓などほ拝縮空気によりシールする｡

4.サイクロン77-ネスの構造

サイクロンファーネスほ1944年アメリカB&W社で発明され,そ

第3匪1アメリカ式サイクロンファーネス
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第5図 サイクロン7∵-ネス炉壁構造【※l

の後ドイツおよびイギリスB&W祉でも製作されている｡ドイツ

式i･ま原理的にはアメリカ式と大差ないれ サイクロン紺本の構造や

微粉炭系統をトイツのイ偶に適するように画したものである一

策3,4図にアメリカ式およひ､トイソ式サイタロソフ∵-ネスの

概略を示す｡アメリカ式のときi･まハンマークラッヤで約6ミリ以下

に粗辞された石炭が--▲次空気とともにサイクーコこ/の尖頭部にはい

り,85%程度の高速二次空気かサイクロン長芋方向にあるいくつか

の空気送人口より接線方向にはいる__)また図に示すように中心部よ

り5繋程度の三次空気を入れることもある｡この強ノ｣な二次空気の

州こより,{J択と空気の間の相対速度が大きくなり,燃焼により隼

成した石炭粒の周囲の炭酸ガスが,ただちに吹き払われ,急速庵燃

焼が続けられていく｡ドイツ式のときは,200メッシュ通過30%

度にGSミルで粉砕された石炭ほ, わ炭乾･ および運搬用の 一次牢

気とともに,二次空気孔の卜側にあるいくつかの石沢孔より吹きこ

まれる｡このように,ドイツ式のほうがアメリカ式よりイイ炭をこま

かに粉砕するので,鮎分の多い石沢などでも着火が早く,より広範

囲の炭種を使用できる.｡その代りミルなどの動力汗憤は増加ける｡

三井化学納のものは,特に灰の熔融点の低い⊥三池炭を主燃料とLて

設計され,国策パルプ納のものほ種々の北海道房壬の依flほ考えたの

で,それぞれアメリカ式およJごドイツ式の採用となったし.

第5図8･こサイクロンファーネみ丑軒壁構造をホす｡大γほスタ､ソ

ドを熔接し,その 画にプラスティヅククロムす-7を尋ミり込む

この表面を流れる流動スラ､ソグほ,水冷管の冷却効果によりその上

に掛､かたまった膜を作り,さらにその上を鮒融スラ､ソグが流れる_.

すなわち耐火杵甘 同削l(Jのスラッグでおおわれるので,たとえ多

少とれてもすぐスラ､ソグがついて1t一石至って補修されてゆくので,保

守ほほとんど必要としないし-､接して配㍍彗された管の外にはケーシン

グがあり,符の所々をこれi･こ熔接Lて政園な構造とし,ケーシング

外面を保温する.-､

5.徴籾 炭 装置

微粉炭系統にほドイツ式,アメリカぺとヰ,にJノl二様ノミと貯撒式とが

ある｡ドイツ式でほ般近特別の粗悪躾でなけJ=よ,刷妾式を採用し,

了メリれ式直接燃焼方式

(川二化学｢｣二※駄弐会社納~ノ

弟6lX†絆F
′炭

古J三ル

ドイツノ〔直接:燃焼プルこ

(国策パ′Lゾ｣二業株式会杜納ノ

系 統｢一式1

第7【.冥lハ ソてク ラ ッシヤ

ル乾燥.微粉運搬にほ彗支予熱器机口の高温空気を使用する｡i追分

の特に多い石炭忙対しては,ミル乾 のために通常の空気予熱器を

Hiたあと,一次空気のみをさらに--一一次空気用予

ある.｡以前用いられた貯蔵式のときほ, 燃炉火

器で加熱した例も

ガスおよび空気を

混合してミル乾燥に用いたこともある｡普通の微粉根焚に似たドイ

ツ式が,最ユ有印妾式で設計されるようになったことは,微粉炭焚の

歩みと同じで興味深し､ことである｡アメリカ でほ,貯

もクラッシャ後の石灰は机砕なので,コンベアなどに

式のとき

-

ヒヒム
〓
口呵力搬

此接式と大きな違いを竺【ミじない｡第る図に三井化学および国策パル

プ何の直接燃焼方式の系統を示す｡

第7図に7メリカ式両:接燃焼~方式に川いられるハンマクラッシャ

をホす｡-一一次空気の正圧がかかるので,ケーシングほ耐比構造とな

一つている.-､.軸受罵通部は,外から高圧空気でシールされる｡石灰ほ

卜郁よりはい畑.車の回転するハンマと回りのケーヂの間で粉砕さ

√れ,下のスクリーンで必要粒度にふるい斜ナられて卜方に給炭する｡
イ牒堪魔分布ほ このスクリーンとハンマの間げきの調整により変

えられる｡また,鉄片などの異物ほ卜部のポケットにたまる｡.なお

二三JF化学J†レ､ンてクラッシャは,正逆庭-L調教口J能で回転方向を時々

変えることによりハンての摩耗を･様にしてその寿命を長くするよ

う考慮されてt･､る.｢

舞8区にドイツノミに伺いられるGS

腺∴岨卿1J空妄くほセノノよりはいり,ミル

ルを示すり 局(炭および乾

J
r
h
｢で内 炭は

空気で〕塁び上げられ,｣ニカの粗粉分離器を通ってバーナに送られ
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第8図 G S

†

脚/ β(だ αぴ α汀 ♂/ βご

石 炭 京口 度 (′刀帯)

第9図 サイクロン77-ネス用石炭粒度分布

る｡粗粉分離器は数個の調葉可能兎ダンパより成り,その′rl度の調

節により粒度が変えられる｡分離された粗粉はふたたびミル入口側

にもどる｡このミルの運転時の騒音ほ小さく,敢近の他の立型ミル

よi)むしろ小さいほどである(二∴ただ運転弓-~】石沢落~ト那で,パラパラ

イ丁択の落下音が聞える｡

第9図にアメリカ式およびドイツ式に通常mいられている粉砕後

の石灰粒度分布を示す.｢

る.ボイラ自動制御

日動制御ほ従来の微粉炭焚ボイラと大差ない｡すなわち蒸気比力

の変動に応じて,給炭機の速度制御により給炭量を,サイグロソ入口

ダンパにより牢気量を変える｡空気/燃料の比率制御ほ蒸気量/空気

危比率iこより行われる｡1旋に数個のサイグロソがあるときは,

胱のアン/ミラソスを防止するため,各サイクロンごとの空気量か,あ

るいは各サイクロン川口ガスの02′%を測定して再調整する｡,サイ

クロンファーネスの特殊制御として空気圧力制御がある｡これほ空

気予熱器用｢†の空気圧力をほぼ-一億になるよう,強圧通風機のベー

ソまたはダンパを調整して,ノミーナにほいる二次空気を約100m/s

の高 に保って,良好な燃焼を維指する.二､ミル山1~1の温度制御は,

通常の微粉炭焚と比べて石炭粒度があらいので危険性が少なく,遠

方手動で行われるのが普通である.二J運転に際してほミル肝一次空気

量は負荷にかかわらずほとんど変化させない｡

サイクロンファーネスの負荷変動に対する応答性ほ通常の微粉炭

焚ボイラと同 で,弟10図に実際の制御例を示す

7.灰 処 ‡哩

サイクロンファーネスでほ,通常の微粉炭焚ボイラと異なり,灰の
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第12岡 ドラブリソクノノ式

大部分は熔融スラッグの形で処.哩されるので火炉下の灰処理が一番

聞題になる｡これに対し,現在主としてスラッグタンク方式または

ドラグリンク~方式が使われている｡

第11図にスラ､リグタンク方式を示す｡火牒のタッビングホール

より落下する熔融スラッグほ,タンク】ノ｣の水中に落ちて急冷され,

大きさの細かいそろった い粒になる｡)このスラッグほ微粉炭焚ボ

イラのフライア､ソシュと異なり,砂利状になるので後処理が容易に

なる.- スラッグタンクでは,水中に落下したスラッグが一箇所に積

り,シュートのつまりの原因となったり,またタンク容量を十分利

用できなくなることを防ぐため高圧ジェット水を水面下に吹かし,

スラッグの層を平にする.｡またスラッグの持ち込む熱量によF)タン

クl力水渥が上らぬように補 水を入れ,他端よりオバーフローさせ

るr-.タンク内にたまった1火ほ一定時間後水圧ゲートを開けて,択流

に落とすことは従来の微粉炭焚と同様だが,ただしその際タンク

内水面が危険水位以下にならぬよう,補給水最などを考慮しなけれ

ばならぬし､

第12図にドラブリソク方式をカミす｡この方式では,スラッグほ

連続的に排出され,その後ベルトコンベアまたは,水洗式灰流しみ

ぞで運ばれる｡これを採用すれば必要水星ほ少なくなるが,そのか

わi)にドラグリンクを常時運転しなければならぬ｡

アメリカにおいては主としてスラッグタンク方式を,ドイツでは

ドラブリソク方式を,イギリスではその両方式を採用しているが,

ともに順調に運転されている｡

なお今回の三井化学および国策/くルプ用ボイラにほ,集じん装置

は設けなかったが,廃ガス中の含じん量をもっときつく制限すると

きは,簡準な電気集じん器をつける｡その
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集じん器で補集される

フライアッシュは,その量が従来の微粉炭焚ボイラに比べてはるか

に少ないので,ふたたび空気輸送してボイラにもどして熔融スラッ

グの形でいっLよに処理することもできる｡これにより従来のフラ
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第13[宍l九州炭の粘度情件

イアッシュによるよごれの問題は完全に解決される√つ

8.日本におけるサイクロンファーネスの研究

弟13図ほ日立製作所日立研究所で‥_り転式粘度計によって測定し

た九州炭の灰の粘度机性であるが,このほかにも数多くの日本炭に

対する研究が進められている｡H 択のなかでも発熱量が低く灰の

熔融混度が高いため,サイクロン燃焼に適しないものもあるが,これ

までの研究結果によれば大都分の日本灰に対してサイクロンファー

ネスは有効に使川しうることが判明した｡従来ともするとサイクロ

ンは低品位炭のほうが高発熱昂二の良質根よりも利用度が高いように

考えられがちであったが,これはまったくの誤解であって良質昌糾こ

対しても非常にイJ∵効な燃焼法であることは欧米における利用

らしても明らかなところである｡

続か

サイクロン燃焼方式でほ灰の熔融特性ほきわめて重要であるが,

この一 融温度ほ燃焼室のふん囲気によって若干変化するものであ

り,ふん開気が配化囲気よりも報元囲気のほうが約1000C程度低く

なるが,実際の燃焼宅では配化開気よりもむしろ環元州気の状態に

ある｡熔融スラ､ソグの粘度を求めるにほ実験式も発 されている

が,実際のサイクロンファーネスボイラの計画に際Lてはその使用

炭の次について実測するのがよい｡

先般R立製作所日:､ヒ研究所でほ発熱量2,895kcal/kg,灰分60,1%',

灰の熔融温度1,6300Cという鮫田低品位灰の甲･味燃焼試験を央施し

た｡これにほ空気温度を4000Cまで加熱Lてサイクロン周壁の熱損

失をできるだけ減らすことにより灰を流‖せLめたものであるが,

二のような械端に悪い石灰では灰の流川状況は必ずしも良好とほい

えなかった:つ このような悪い千丁炭に対しては良質炭あるいほ_重油を

混焼するか,あるいはフラックスとして石灰などを混入すれば,灰

の流山状況ほ著しく好転する｡弟14図ほ与:部炭(低位発熱量

2,326kcal/kg)に対して石灰を混入した場合の火の変形温度,熔融

温度,流動温度をホしたもので,わずか数%の石灰の混入によって

約2500C近く流動渥度が低卜することがわかる二)

従来日立研究所で行った燃焼 験ほ1自二径400111mのテストプラン

トによるものであるが,このテストプラントでほ直径5フィート乃

うミ1()フィートの`犬際の~大形サイクロンファーネスの状況が別確に

ほあくしにくいので,現作H立製作所日立工場の既設25t/h試験ボ

イラを改造して,常径5フィートのサイクロンファーネスを設置中

ネ ス ボ イ ラ に つ い て
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第14図 イ_f灰(CaO)添加による灰熔融件の変化

である｡

このサイクロンファーネスほ-近々完成の予定であり,本文が発

されるまでには運転実績もJIlると思われるので以~卜に概略を紹介す

る-｡

舞15図ほサイクロン77-ネスボイラの組立断面図を示し,第1る

図ほその系統図を示したものである--,サイクロンの直径ほ5フィー

ト(1,588111nl)であり燃焼ガスほ二次炉を通/,て25t/hボイラの旺

邦に 入されるような構造としたリ サイクロンファーネスの令 は

直径48.6mlllの管を接して配置し,フルスタッド構造として耐火材

を硫り込んであり,熔融スラッグほサイクロンのスラッグ孔から二

次炉を通り満水したスラッブタンクに流れ落ちる｡

一一次空気,二次空気の送入孔ほそれぞれ上~卜4個に分割され,サ

イグロソ上部に設潤された.｡一次空気ほ粉択とともに下側の4偶の

孔より送入し,二次空気ほ.ト部の孔から押込む構造とLた･｡またサ

イクロン頂邪にほ三次空気の送入孔を設けてあり,二次空音凪道の

途lいから分岐しているしこ.これら---･次,二次,二次空気の川合ほ将々

に変えて実験するニ予定であ～),したがってサイクロソ入口風速も窄

気温度,空気i宕二などとともに広抱囲匿変化させられる｡

燃焼用空気としてほ址､ヒイ空気ナ熱器を設関して25t/hボイラの空

気予熱轟で加熱したものを,さらに400･～5000C程度までカ‖熱するよ

う計l巾†されているので,尖 の燃枕.武験に してほ空気掛庄もいろ

いろに変化させることができるL｡

イ√卿写i仲機にほハンマクラッシャを便≠したが,微粉炭系統には

ビンシステムを採期した､｡石炭粉砕機で粉砕された粉択を一次,二

次のサイクロンダストコレクタで補焦して粉挺バンカに仙 し,右

炭計量機で計旨i:しで一次空気で輸送してサイグロソファーネスに投

人する｡抑込通風機は実験用であるから風圧も1,200mnlWGとし

て臥競もかなり余桁をもたせてあり,研究用としての特殊目的に合

致するよう種々細かいところまでう_うミ志をほらって計画したので,こ

れら諸元を大幅に変化させて最適運転条件を決定しうるものと考え

る｡

本装置によって得た賃料は闘妾実際のボイラに対する資料として

石炭の燃焼恨昇,最低f′捕手,灰の補
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ヰ㍉スラッグの流動状況,運

転の難易性などを知ることができるので関係方面から せられてい
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第16図 5フィートテストサイクロンファーネス系統岡
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る期待もまた大きいものがある｡

9.結

以上,

よび国 /ヽ

井化学工

言

株式会社お

ルプ工業株式会社納サ

イクロニ/ファーネスボイラの計画

を基にして,これの実際計画およ

び研究の概要を述べたが,今後わ

れわれの進むべき方針として下記

のことが考えられる｡

(1) 日本炭に対する最適設計

の追究

灰分の多い比較的低発熱量の日

本炭の特殊性を考えて,それに最

も適した設計をするためにほ,今

後絶えず改良研究を進めてゆかね

ばならぬ｡たとえばドイツB&W

杜では,アメリカ式から始めてド

イツ炭に般も適したドイツ式を開

発し,今日の隆盛を築いたように,

われわれはこの努力を′学ばねばな

らない｡

また,使用可能な日本炭の範朗

もこの二つのボイラの完成と着実

な研究により,より明解になるも

のと 待される｡

(2)大形事業用ボイラへの採

用

産業用ボイラとともに,当然大

形事業用ボイラへの採用も期待さ

れる｡大形化されても~基本設計の

考え方は大差ない(｡すでにアメリ

カでは 450MW, イギリスでは

120MW,ドイツでほ150MW級ま

で

で

作されている実情である｡

r3)政一にり貫流ボイラとの組合

わせ

サイクロンファーネスの中だけ

炊が完了することt･ま,強制i-t

流ボイラとの組合わせでさらにそ

の利点を発挿する｡たとえばアメ

リカPhilo発電所の125MW超臨

卵圧力ボイラのように,後の火炉

を小さくして,ガステンパリング

で火炉出目ガス温度を調整するこ

ともできる｡すなわち燃焼面から

の火炉大きさの制限がなくなり,

より自由な強制貫流ボイラの設計

が~可能となる｡上記アメリカの

450MWおよひごドイツの150MW

ボイラほともにサイクロンフ了-

ネスと組合わせた強制貫流ボイラ

であることは,明日のボイラの･

而を示すものといえよう｡




